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5. 採市器の設置場所

i手j好{子貝は繊毛と言う器官をもって滋泳しますが、その運動力は潮流などに

較べると問題にならず、湘のiiiE:tLの僚に移動すると考えられますので、 j朝の流

れの強い所では不適当で湾奥富[[1の環ì~t のあるような場所で仔貝が濃将群を成し

oJい段な水域が採出漁場として適しています。

;三村湾口i在日の潮流の強い均所では採出ば件かしいと言jつれていますが、これ

は仔貝の発生が少ないからではなく、 の様に環ì~[によって iifミをなす

事が少なく、それらは湘iiLのf11'に移動し易いからであると考える事が出来ます。

ですから河口部でも地形的にJ~<流の HJ~~易い所、 i土船やブイの]'{きで潮の比較的

緩やかな所には、年に依つてはかなりの稚貝付五きをみる事もありますが、その

均所に例年税貝がH斎するとは限らないので、採問事業は成立し椛いわけです。

仔貝採集地点 ii:jjの流れと共に、 n貝を集散させるものに風があり

f ノーノ ます。採f!?漁協として遣している海域は比較的潮流が
ゴト

なところですから、採出時期に於けるこの風の影

、大きな寝前としてその良否を決定付けます。玖

r;~U[奇地先に於て一定最中から採集される仔貝の数

と、風向との関係をみると南~南西の風の時が多く、

北~西の嵐の時には仔貝は分散してしまう傾向にあり

寺島 ます。

なお、 33年の税貝欣況をみると、|司じ湾奥部でも西

南部の村松~伊木力 (~Ijが概めて不良の成績となり、大村、小串、江上浦および

形上湾の一部ではお(畳的には比較的良好の結果をみたのは、 に南~ï苓

西の風が圧倒的に多かった Lめに、西南部似Ijでは沖出し風となり浮瀞{子貝が分

散し流出してしまったからではないかと考えられます。これに封しこの南風に

よって浮波行貝の集中し易い東部岸側や 7月 -8月の風向と日数

長浦の一部でかなりの稚貝付着をみたも

のと考察されます。このようなことから

考えると、同じ湾内でも採苗時期に多い

風向によって浮治仔貝が集中し、 i農千百群

を作り易い場所があると思われるので、

このような均所を選定することも、採苗

事業を有利に導くための大切な事柄とな

ります。

この事は研究所地先の同じ浦内でも、
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針J王手のiiu'舟j卒側は海底の;伏況はアコヤ貝の機息に適当な条行二を備えているにも

か Lわらず、天然に於ける貝の棲息収況は玖島崎似IJに較べてかなり少なく、こ

れらの事を裏付けしている様に思います。

6. 採苗器の垂下層

研究所地先は水深が浅くこの種の試験に謝しては適所と言えず、充分な検討

は出来ておりませんが、各層のポンプ採集による浮滋行貝の滋俗群は1.0米前

後層に多い事と、水層別付蒼量もその傾向があるので、降水時に淡水が停惜し

がちか風当りの強い漁場では1.0-1. 5米位にし、余り淡水の心配のない漁坊で

は0，5-1.5米位の深さにするのが適当ではないかと思います。

しかし水深の大きな漁場では垂下層による稚貝の付j管ネにはかなりの需がみ

られるとのことですから、垂下層を交互にするなどして安全をとると共に、冬

漁場の最適深度を検討されるよう県みます。

7. 今年の予想

今年の梅雨は早ばつといわれた昨年の梅雨期よりも更にひどく、 6月に入っ

てから現在 (6月25日)迄の降雨量は75.5ミリで、昨年の 8割にしか当りませ

んO 中旬に入ってからは殆ど降雨がないためには.3ミリ)、 7]¥誌は上昇し、 6月

下匂では例年より 2度程度の高めを示しています。

玖島崎地先では 6月中旬から浮滋仔貝の出現吠況を連日調査していますが、

今年は例年より早く 6月22日に最初Jの仔貝を認めましたが、これは株ーめて小さ

な産卵で採苗の封象とはなりません。

アコヤ貝の産卵は第2図にも見られる様lこ数回の山がありますが産卵の強い

刺戟となる様な海、気象の変化の之しい年には水温上昇の割には時期が遅れま

すが、産卵の山は大きく、その回数は少なく出現する傾向がある様です。

ところで今年の採苗の針象となる様な大量産卵は、今迄の水温上昇経過等か

ら考えて、現在の海況を急激に変化させる様な要因が起るならばそれが恢復し

てからまもなく、;告し海況の変化に之しい伎で経過する様な場合には次の大潮

の7月7日前後にみられるのではないかと予想されします。

なお、採苗適期を適確にするために引続き浮瀞仔貝の発生吠況を調査し、お

知らせしますが、一応、 7月10日頃には採苗器を設置できる様に準備を進めて

おいて下さい。採苗器垂下の適期に就ては速報します。

アコヤ貝の餌としては、プランクトンの他に海中に懸渇している微細な有機

物が大きな役割を果していると考えられ、最近盛んに研究されていますが、今、

大村湾奥部に於ける今年の海況をみると、現在迄のところ昨年と同様な異常な

日照りで、雨水や陪水の適度の流入がないために海は澄み、 4月以降械端なプ
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告して参りました技術のかなめになろうかと想っております。

昭和30年頃までは腸管の影響を恐れ瓢箪卵巣の中心へ挿核ずる事のみ考え技

術研究して参りましたが、大玉の挿核に進むにつれ腸管の影響を研究し、腸管

に援する真珠を色々の角度から見て参りましたが、出現する真珠は腸管よりも

其の他の及ぼす作用の方が多く現われる事を知り、此の技術を生んだ次第。

就いては、此の技術の研究に御援助下さいました富士真珠の青木氏に感謝す

る次第である。

(1) 図の如くピースの管着する位置を腸管よりの先端に持つ事。

(2) 瓢箪卵巣の小袋を先導器にて傷つけぬ。

(3) 挿核する核よりも小さい器具を使用大きく切開しない様に注意し最も下部

に切下げぬ事を出意し常に大袋卵巣の中心と腸管迂曲部、特に上昇部に留意

して先導器を使用する。

(4) 作業後の義生介のイま置は表部をとに並べな Lめに紘合す。

以上の点に注意をはらって図の如く挿核する事はやすい事の様に想、われるが何

時も思う事ながら挿核技術において最初に ①卵巣の適否を選別し ②挿核サ

イズを見当 ⑥核のサイズに合して適度の大きさ広さに切開。

此の段構に於いてすでに技術が決定されると思っております。なぜならば挿

核において自ら持って行こうと想定する部位が完全に先導器によって切開され

昭和30--32年の挿核位置 なくは其の部位へ挿核した核は

第 3 図 後で通路へ戻るか、卵巣の薄い

方へ片より移動する事は必定で

ご，\~会込 結果から良質の真珠は得られぬ

点を見ても挿入器に核を入れて

より核の部イ立が何処。と笑話に

思う方もあろうかと想うが沢山

の技術員とも話合い技術を見て

痛切に感じたので此の点特に反

省したいと思います。どうか会

員諸氏の御批判御意見を腹蔵な

清
く述べて頂く様期待してやみません。

「帯状卵巣の挿核部1sLJ
挿核 l個の場合、今まで報告して参りましたのは瓢箪卵巣における部位に関し

て現在までの経過研究ですが、莫珠介の卵巣には個々の大きさ形体の違いがあ

り、又収足筋の太い細いによりて技術上、大きい広い卵巣に挿核の部イ立をもっ
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度も海外に出ないとい うこと も日寺代のずれを感じる ものである。 売る先の事を

知ることが此の際必要ではなかろうか。

月へ旅行出来たという頃になっても、まだ完全なる卵抜きの方法も研究され

ないと言うことでは、さみしい限りである。

原子力研究所で裸族が、マジックハシドを操作している様なチグハグな姿か

ら生産販売の方式を、近代社会に即応した態勢に早く作り上げたいものである。

会員諸氏の中から、 突飛な夢の様な事を考え実現され真珠が生産される方法

も、現在よりはるかに進歩し、 販売にも独得の方法が加わって世界に伸びる時、

私の頭の中にある「原子力研究所の裸族」が背広を着ていることであろう。

{本会運営委員)

(研究所めぐり) (1II) 

国立真珠研究所の巻一一

国 立 真珠研究所入 口

既に国立真珠研究所は当研究会にとっても、業者にとっても周知の所である

から改めて御紹介する迄もない と思いますので、小関信章氏の発表された文を

参考に形式的に記してみる$にしました。

1955年5月17日に三重県と長崎県に分れて世界1I佐ーの国立真珠研究所が誕生

一泊ー



じた。

昭和25年秋頃に故高島末五度I~翁等の提唱に よって企画され、 閉鎖真珠の残余

Zゐーーーーー顎曙耕平桝脚----~ ~ 財産の分配金をより有効

;蓄 に使う意味から故片山-

A 男、三輪盟問等の尽力

によって作られたもので

ある。

本所は賢品の山上にあ

り、 総面積 4，015坪、庁

舎は鉄筋コンクリ ー トの

美術失II築様式で研究所と

しては大変笑し く、 冥珠

海洋化 学研 究室 商品を針象としているに

ふさわしい姥物である。

研究室の海洋化学、生理組織、物理鉱物、養殖各研究室と粉奮器械室の5

室よりなっている。

各研究室は、研究設備として最新を誇る広島のA、B、C、Cを参考とされ、機能

が充分発揮される様に近代的な設備がほどこされている。

昔話村刊狂い、i耐久度、 i耐火を考えられ殆んどレミントン、ランドの製鋼製品

を用い、特に特殊研究室の光学関係機械は新らしいものが多い。その内主要な

ものを参考迄にあげてみると

1) 島津製自記分光光度計

2) 日立製自記分光光度計

3) 島津製光屯分光光度計

4) 品津製;f-'ーロラ ・グラフ

5) 東芝製オツVロ ・グラブ

6) ライツ製万能顕微鋭

7) ライツ製大型ミクロ トーム

8) 島津製クノレトラ ・ミクロトーム

9) 日立製屯子顕微鏡

10) 品津製チ fリクス流動装置

11) 超遠心分離機

12) 島津製自動i瓦気消定装置

13) ライカ、キヤノシ一式

必
“‘

η
L
 



これらを収容した研究室はエア一、コ ンデイ νヨナーと除燥機によって一定条

件に保たれている。この他、!ヌ!占京、資料陳列J況があり、後者は一般参観人に

聞主主されている。

実際の実験は、多徳島にある付属臨海実験室 (11.976坪)に於いて為され、

調査船「はまゅう J(9.5トン)によって各湾の漁場調査を行っている。

本所の他に長崎県大村市には大村支所があるが、この方は又別な機会に訪問

して紹介する事にしたい。

以上が大体の施設であるが、現夜、研究所ではどんな研究をされているかを

資料に基いて記してみよう。

現岳、国研には12名の研究員及び告Ii助研究員と 3名の事務職員がおられ、高

山活夫所長・を中心に研究が続けられているが、守主勉研究室は最近大村支所長よ

り研究課長として本所に;1¥.1.;1でされた太l五技官がおられ、主としてアコヤガイの

母貝、稚貝の問也、食餌、排抗ltの問題、民掃除の問題について研究を進めら

れ、既に研究会でも又本

必にも度々御寄稿下さっ

ている。

海洋化学研究室には沢

田技官と丹下校官がおら

れて、立珠潟、坊の海洋学

的研究、特に水中!M¥i荷物

質やアコヤガイの艶死問

題、街地機構の解明等、

根本的な問題につき研究

二階陳列 所の一部 され、昨年来説明も頂き、

大いに役ιっているのであ ります。

物到!鉱物 r~f究主は恭i闘技官の担当で 、 この方而の数少い研究である真珠や

真珠貝の鉱物成分、総造、色ぷ等、点珠の品質問題につき最新式の機械と高度

の技術によってjWlJ)J~乙当り既に多くの紡栄を発ぶされ、 特にこの方面では研究

の進んでいる点京教育大学の須必研究室へ関学され、三重県立大の渡部先生と

共に~t~珠の鉱物学では ト ップクラスを行く方でゐる。

生強!組織研究家の中原扶宵は既に本;，Eに御紹介した通り、アメ リカ 、ニュー

ヲーク大学に間学され、主としてカノレνユーム代謝について御研究になり 、真

珠形成の研究を担当され、メUlf井技官は真珠袋を組織学的な面から調べ、組本

校宵は生嫡112についての研究から4安婦l而の卵抜き問題を取りあっかわれ、何れ
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も基礎的な研究から技術改良に導かれ、これと並行して養嫡技術の改良研究、

母貝養殖技術、真珠の加工技術、生産技術の調査等を各研究員によって実施さ

れている。

最後になったが、高山所長は各官庁、研究機関との会議は勿論、研究所の総

務、多くの来客の応釣や業者の指導に繁忙であるにか Lわらず、広く養殖上の

諸問題について調べられ、特にピースの問題についてはこれ迄もしばしば御説

明願った次第で、それらの間には新興地を歴訪して技術指導をされるなど、実

に多くの仕事を担当され史に、当研究会の強力な相談役として全所員を当らせ

られ研究会及び本誌がこ L迄成長したのも尚山所長始め各技官の御指導答[J協力

の賜である事を改めて記し、深く感謝する次第であります。(文資 I~l 井)

生産合理化資金の活用

公庫融資要綱改正の問題点

農体漁業金融公庫では既報の通り4Jcl1 H j~ を以って公庫業務方法書を改正、

個人施設に封しても融資の道を開いたが同方法書改正に伴う融資要綱の改正に

よって翼珠母貝も設備融資の封象に合められ今後の真珠業界の生援資金体制の

基礎がためは一応完了したといってもよいようだ。

改正の基本となった考え方としては、単なる増産資金ではなく、品質向上と

バラシス調整のための合理化資金の融通という点にあるが、業界の受信カの程

度や経営方式の古さなどから未だテスト・ケースの境を出ていない。このため

業界としてもこの点を充分留意して封処すべきと思うが、とも角海中の生物と

しての真珠貝が「設備」として見なされたことはまず驚異的なことであって特

筆に値いしよう。

会融ベースにのりにくい漸次愉出産業としてゆくことは誠によろこばしいこ

-26 



とであって、今後この金融制度を腐らせることなく卜分活用 L、平均jに本事業

の安定を¥2(1るべく努力の払われることを期待したい。

以下公庫業務方法-~号、融資要綱の改正内本と問題の概要を説明しよう。

水産共同事IJ用施設の真珠養殖事業

つり箆と母貝を養鋪Jt11互に含めて一体をなして取得する場合、または釣紐垂

下式による筏とほ貝を併せ取得する場合は、!手貝をも融資の釣象とすることが

/Jl来るようになったが、この均合は次の様な取扱いをする。(母貝を含まない

筏養殖作業用船舶、作業場等の取扱いについては次のような制限を設けない)

1. つり誌とほ貝は大珠または中珠の哀珠養婚の為にキ!?しい養殖筏と共に取得

する吻合(従来の古筏を更新する場合を合む)に限り融資の釘象とすることが

できる。従ってつり謹とほ貝の双方または一方のみを取得する場合は融資の封

象とすることが出来ぬ。

2. 1の融資封象として適当な物は凶の生に従って大珠または中珠の真

珠養婚を行うのであって都道府県知事の当該年度の大珠または中珠の生産割当

のあったものがその大珠または中珠の養矧に必要な新しい養殖用筏、 (つり龍

尚氏を含む)を設置する場合に限るものとする。

3 養殖m筏 1台に安ーするつり龍v180個以内母貝は i誌につき30個以内とする。

釣限表下式による場合は筏 1台につきほ貝 3，200f間以内とする。

4. j;居置期間償還期限はそれそれ2年以内とする。

5. 漁業生産組合に釣する貸付令の限度は一組合あたり S百万円またはその組

合が負担する額の 8富Ijのいづれか低い棋を最高限度とする。

6. 担保はなるべく融資封象以外の不動必を徴収するO

7. 融資qr込の際は都道府県知事の当該年度の真珠の大珠または中珠の計画生

の害IJ当及びこのために新しい安航m筏(つり龍母貝を含む)の購入(所

要台数明~ii-ーのこと)を必要とする。

8. 融資1対象施設により生産された大政または中珠の真珠は全国真珠養殖漁業

協同組合連合会または地区漁業協同組合を通じて出何するものとし、この出荷

を訟するため同組合と借受組合の連名の誓約書を添付する。

9. 農林省の「新農山漁村建設総合苦手J策要綱」に基くものも、 1-8(ただし漁

協については 5を除く)と同様の取扱いをする。

貸付条件

据置期間、償還々限はそれぞれ2年以内とする。
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担保は養嫡用筏以外の不動注を徴求するO

貸付けの相手方の範囲

養殖事業については個人又は会社であって

500未満のものとする。

主務大臣指定災害復旧の水産増描施設

の所 ff台数が 50台以上

(1) 真珠養殖事業の筏にはつり 只を含むが、つり誌1，土民を合む場合のIfx:1放

いは主務大目指定施設の真也事業の均合と同様に大珠または中長iミの養殖施

設が災害を受け、その復旧のために、つり誌母只筏を一体として取得する場合、

および釣紐垂下式養殖用筏とほ貝を取得する場合同浪るO

(2) 哀珠母貝養殖事業およびかき事業等のニ走鎚用筏の取得の i場合は償還能

力を考慮して据置期間は l年以内、償還期限は 411二以内とする。

主務大臣指定施設

1. 合成繊維

第6と同様とす。

(水産共同利用施設の合成繊維潟、制約'TI)

2. 内水面養漁施設

①ニジ鱒養婚施設を融資のすす象とする。

(量〕ニジ鱒の養嫡経営または長殖技術に経験イCJずるものが事業な経営する場合

に限る。

3. 海面養殖施設

融資対象事業の範囲

真珠養殖事業については (A)真珠長嫡Hl筏つり ほ貝(あこや貝に限る)

を一体となして取得する場合 (B)筏とつり詰を取得する (C)筏のみを

取得する場合 (D)釣紐垂ド式による筏とほ貝を取得する喝合のいずれかで

あって、しかもこれについて国の生産計画にもとづき、都道府県知事の当該

年度の大珠または中珠の生産割当のあったものがその大珠または中珠の養殖

に必要な新しい筏を取得するもの(古筏を更新するものを含む)に限り、融

資の封象とする。したがってつり詰またはほ貝の双方または一方のみを取得ー

する場合、または大珠または中珠の義殖以外に使用するfえを取得する場合は

融資の封象とする事が出来ない。(真珠新聞第190号)

-28 



=王子三真珠関係 6億 6千万円

|lJljj  

開銀融資月上旬貸出し予定

水産庁では既報の通り県珠業界に射する開発銀行の融資について、開銀側と

折衝を進めてきたが、ほぼ了解が成立したので、近く農林大臣より開発総裁に

封し正式に融資方を推せんする予定である。

開発融資額は真珠大手卜社で8億円を姿濯していたが、 5月4日の閣議で発

表された開銀融資契綱によれば卜社で、 6億 6千万円に削減されている。現

在水産庁当局で大減省側とほ只に刻する融資を設備資金とするかどうかの解

釈の点で折衝を進めているが、一応公庫業務方法書の改正もあるところから

設備資金として認められる模様で、早ければ 7月上匂には貸付けが行われる

予定である。

なお開銀融資申込みは農村関係30億円、
円、捕鯨事業 4億 5千万円であるO

このうち水産関係で、は真珠6億 6千万

(真珠新聞第 1叩号)

」 英 虞 湾 で 真 珠 貝急死

円万

ミ潮の通過?

百額

原因はス

宝口被

1定虞湾で23、4日ごろから実珠貝が急死する異変が起り、県立水産試験場が現

地調査に乗出した。被害潟、上場は志摩郡浜島町大崎沖の通称、タコノボリの養殖場

で、核入れをした作業員のほか母貝約20万個が急死したものとみられるが、養

嫡カゴを深づりして被害を防止するよい封策を呼びかけている。

県立水産試験場の調べでは、同漁場は海水交流がよく、こんなに死んだのは

珍しいといい、原因は高水温で衰弱しているところへもスミ湖、(透明度の

高い著しく澄んだ潮)が通過したためではないかとみている。

同漁場は浜島町真珠業者 1-数料:が 250台の竹イカダを浮かせているが、大半は

Q
U
 

つム



海面下2m層に垂下しており、約20%が死んでいる。被害額は 700万円にのぼ

るものとみられる。

また度会郡南勢町五ケ所湾船越浦でもさる21日ごろ作業員母貝が死んだが、

赤潮の発生かららしく、窒息死している。

こんご日照りが強くなると、異常現象により νョツクで作業貝が死滅する心配

が大きいので、万ーに備えて讐戒を怠らぬよう警告している。

.""'11，.111'''11，，'''''11..凶..・・U"I"'"・..111"'11• 

..6. 
:z:s;' 報

'U""II"II""I"II">lII"II""，"II"，III"'I，...I' 

1. 方71回苓礎研究分科会

昭和34年6月24日10J'.'j於国立点珠研究所

(中部日本新聞7月26R) 

昭和34年度第l回基礎研は、異常真珠に関して三重大、辻井、国研、町丹、

和国、富士真珠、青木の各氏により基礎的な事について現在各氏が行いつつ

ゐる事柄、又既に解明さわしている事柄をνシポジクム形式を取り高山所長、

山本文栄氏の司会により始められた。

辻井氏より哀珠袋の組織と分泌初期の沈静形成より見た異常真珠形成につ

いて説明が行われ特に有機質の異常分泌(蛋白異常分泌)による異常真珠

(異常形真珠)の要因についての考察があり、異常形冥珠出現防止に封し今

後の問題点が述べられた。

町井氏より冥珠袋の組織についてその生成の弱より異常真珠との関連につ

き説明があり、和田氏からは異常冥珠の*薄造を類型化した説明があり兵常事

珠の生成に関してー断聞が加えられた。青木氏より挿核技術と異常真珠との

関係について詳しく述べられた。

以と4氏により午前中説明があり午後からは関連した全般的な討議があり、

異常真珠防止に関する問題が熱心に進められた。

メシパーからの要望により各極の問題点について研究会が{中介になり研究

者、業者とにより基礎的な事柄より実験段階に入る事にして第ーに異常真珠

防止について実験を行う事になり業者の方の協力が望まれた。

具体的な連絡会合は後日持つとして辻井氏より翼珠袋よりの蛋白異常分泌
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による異常形莫珠出現防止に問題が提起された。

尚、青木氏より施術時等による異常真珠防止策が発表されたので業者一般

に施術、養生、仕立等についてアンケートを取る事にしてこれにより王監論的、

実験的に良否の判別を行い最良のものに持って行く事にした。

会は 3時半に終了した。

(出席者)

国立真珠研究所高山、大問、町井、和問、中原、沢畑、丹下、植木

三重県立大学水産学部:辻井

党田真珠:佐々木

六月真珠:青野

御木本真 珠 :i若井、横屠

富士真珠:青木、茶木

中甚真珠:中村、中村(久)

島村真珠:島村

加藤真珠加藤

みつわ真珠:落合

所:幸田

校:沖津、伊藤

学.茶木

産ー山本

会:山本(文)、丸山、谷

高

中

水

ケ

究産

田

栄

五

水

片

共

研

和具地区研究会

7月10日、予定通り和具に於て研究会が開催された。

会j忍ば新築なったばかりの和具真珠組合で、小高い丘にあるため風がよく

通り、午前10持半より午後4時迄スムースに進められた。

特に和具地区は、例年の事乍ら、参加者が少いのであるが、地元の会員以

外の熱心な方々が参加され、討論会風の熱の入った研究会となり、他地区の

講演指導会と違ってレベノレの高いのが特徴であった。

当日、偶々、志摩方面の各工場を訪問して研究されている、紀州地区の家

!崎、森田氏一行も傍聴され、相当技術が進んでいる事を述べておられたが、

出きれば更に布施回、片問地区でも実施すれば効果はとるのではないかと考

えさせられた。
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当日、御講演]買いた方々、_;ttびに一切の御世話を願った浜口晴平氏にこの

項を借りて厚く御礼申し上げます。

議 j安

業界当面の諸問題について

全国真珠養組漁協組合長 松尾主起氏

2. アミノ駿によるアコヤ貝の排卵について

三重県立学芸学部講師 本 ベ，tム 氏

3. 卵抜きに関する考祭

国立真珠研究所技官 植本東主主氏

作業に関する一般的討議

(出席者)

国 立 真 珠研究所:備本

三震県立大学水産学部ー山本

主主 7]¥ 試'山口、柴際

御木本真 珠-成培、国井、西尾

7k 産 言言 校:宮内

弁了 上 秒j 産.井上、長谷川

片 間 中 学茶木

r日王デヨ 士 真 珠:青木、茶木

共 栄 一'I，産大須賀

プて 月 王室一 珠:青野

弟車 方:加藤、三橋

浜ゐ 島:岡本、柴原(康)

布 施 回 田辺、田畑

紀 州家崎、森田、他3名

乙一、 [司 フ円ドて 珠:松尾、浜口

連 会:高田

研 ~いz 会:佐藤、山本、阿部、白井、谷
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(07月10日、和具研究会の折、かねてから会費の徴集に頭を悩ましていた

会計委員の発案で、二班に別れて個別訪問を実施した。

1 地元の和見は、おヒザ下の浜口君にまかして、阿部、白井組は越153、

御座へ飛んだ。

スクーターがあるというので安心していたのに、fPIと貸してもらっ

たのはこれでも走るか……と疑う程の老巧車、ハンドノレをきればフロン

トがはずれそうだし、スタートするにもパリパリ、ガリツタとものすご

いうめき戸。

、ポーリング祁ですから泊がすぐ切れますから……匂という説明に二

度ピックラ.ク

運転する白fjぬはほんの少し前新鋭市で怪1えをしたばかりだから恐ろし

くてパスで行こうと…-・泣きついたが、経験のない阿部は大丈夫，と笑っ

ている。

。坂道にさしかかるとウワー γパリパリ……ウワージパリパリとものすご

い!討を出すが、ちっとも進まず……。それもその筈超老朽車の後ろには

ヘビーウエイト級を積んでいるのだから。

1 下り坂になってもブレーキがかからない。クラッチを落すと必ずエシ

ジシストップしてしまう。御座についた時は冷汗と警汗でびっしょり.ク

oどこでもそうだが村の道は一体、どこが道路でどこが庭かわからない。

おまけに標札がない。

攻撃目標の紙を手にウロワロする始末。それでもパリツトした家かぺ

ンキぬりの娃物、スクーターやオートパイがあればすぐ真珠やと判る。

O 日中、翼珠ゃを訪問してはダメ。必ず一家総出で海に出ている O 第一軒

目は無事に済み次の家を教えて貰って狭い曲りくねった露路を進む。

、ゴメン下サイ勺。二、三度呼んだが出て来ない。奥で食事している様

子なので更に声を大きく呼んだらやっと出て米た。

、あのー、伊勢の研究会から来ましたが。お宅の息子さんが研究会に入

っているのですが会費が未納になっておりますので和具へ来たついでに

頂きに上がりましたので、すが匂与研究会な?家の子供が入っている

のか旬。斗え Lそうです。 、ー何んや知らんけど今工(号の方へ行ってる

がな。わしがその伎の金は払つでもえ与がな、この間も何か来たl母に歎

って払ったらサギだったので叱られての-~o 2人共顔を見合わせとう

とう詐欺師に見られてしまったかとうんざり。白井が、そう云われるの
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は御尤もだと思います。工場の方に電話があるのなら一応連絡してみて

下さいも。とい L電話をかけると奥さんが出て来て奇今お父ちゃんがい

ないからわからんがな。帰って来たら相談して送る様にしますわ勺とい

う事でガチヤリ。

再び露路をil二ダクになり乍ら次の家へ向う。!定に廻って家の中を見る

と老い老いた御婦人が盗っていた。再び2人は顔を見合わせ、 νマツ夕、

と忠った。というのは組合の評価会の際電話で通知するのであるが、老

いた御婦人が出て米るとヰが速いので全く話が通じついのでいつも閉口

しているのである。しかし庭迄入って来てからそっと抜け出す事は泥棒

と間違えられる恐れがあるので、決心して訪う事にした。最初から直ぐ

逃げ出す積りだから話は簡単だ。向うの話を聞かなければ良い。

七ごめん下さいャやおらこちらを向いて志摩特有のアクセントで、なあ

一旬、伊勢の研究会から来ました勺%なあ勺"1fFjJ主人は留守ですか勺

、なあ一、、そうですかうたネししました勺と頭を下げて先方が不審そうな

顔をしているのもものかわ、一目散に退散した。工場へ総出で行ってい

るので留守の家も多い。しまいには提案者の阿部も献気がさしてもう止

めようかと弱音を吐き出した。

吏にもう一軒・ク000000くどくど申し訳けh ない面で説明した所、

オヤジサン日くもそんなものあるのか、わしはわからんが、自分が必要

なもんなら言われなくても払うがな、そうやろ。わしらは仕入れをする

のに前金やでO そんな僅かな金はいくらでも払ったるけど、コールター

ノレゃならいつも見て知ってるが、あんた方はみた事ないから……ま

話でもしてみるから)廻りしてきてくれ h アーアここでも又、サギ師

ペテン師。 だから行く時に旗を立てるか、腕に[研究会徴収町Jとでも

腕掌をまいて行こうといったのに。

。まず夕、メダなあーと重い足どりで又この家を訪問した。

しかし案に相違して件のオツサンの態度はガラリー変・ク%どうもすみ

ませんo 2千円たしかに払います旬、どんな具合でしたで勺、どんな

もこんなもないがな息子が払ってくれしといったから。どうも暑いのにゴ

クローすンですも。誠に拍子抜けの一幕であった。

o 12軒ム巡ったが同じ家を何度も行ったので足はブラフラ、頭はノーハット

カンカン照り。たった2、3千円をもらうのに文句をいわれたり、サギ師

にまちがえられたり、終には、さすがの水産出もファイトがなくなり氷

屋に沈没。
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予定の半分もとれぬが、これ以とまっても効果はないので帰ろうとスク

ーターをかけたが、来る呼にエラカツタのかうんともスーとも言わぬ。

畜生、愈々油が切れやがったか夕、ダメになったら放ってきて下さい、

という石原氏の顔が浮んだが、そうはいかんのでカに任して阿部がふん

?こ。

10分もしたろうか。足が棒になった頃ょうやくかかったので、もう途

中で‘止まる事はゴリゴリとばかり一気に和具に帰った。

。、ょう生きて帰りましたね・ク勺と谷嬢に冷かされたがカーブがきれずに

前輸が崖の外にヲi%ぴ出した事は内緒にしてニヤニヤ笑っていた。

。皆さん、会報が有難いのでしたら、どうかこんな苦労させずに収めて下

さい。

、翼珠やがそんな僅かな金を払わんという事なんかあるもんですか?、

、自分が欲しかったら前払いをしても買いますよーとある人がいった事

を信じていますから……。 (S.A) 
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警!~片目片付百四回目官官ハ四回目く円官官回目丘町惇

i ad同 i
i 編集後記 額暴露 i 
u 鴫潜繰 l 
u コ7月号も 8月に産声をあげた。 ill

U もう水誌もかなり高く、一部に緊死もおきているので 8月 U 
G に入ればi'F業は困維の模様 。生産規制の主旨からは結

L 構だとも言っているが、それ丈粗悪品も出きるので難カミし 3 
8 い事である。 ill

ffi j 予定の長崎研究会は現地の都合にて取りやめになったが、 u 
i 伊勢の方へは九州から諮防招いて技術の交流をす九 i 
い りです。

! 二)山署しでしょうがここ哀珠会山房山川 i 
F けっきそう。 7月半期は新年度サンプノレ作りにかかり、完 1 
L 全にグロッキーになりましたが、すぐ引続いて開にかか i 
l り今夏も付々多忙です。 m

~ 風;¥1'では今年は成がわるいとの事ですが、児に大量搾死 U 
必 を起さぬいの注意を山さいo(S) i 
主主伝説己矛ど当記ヨ:%:=斗と哉とヨ;と三訟と訟とヨ伝説と誌記おと誌とかと三五反当どヨ〉とヨとと五記三五J長
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